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三戸吉太郎とメソヂスト教会の日曜学校教育
小　見　のぞみ
　近代日本における教会教育の歴史は、1870 年代の宣教師による日曜学校・安息日
学校から始まり、1900 年代から戦前にかけて、世界的な日曜学校運動の隆盛と呼応
するように、日本の日曜学校運動も戦前の発展期、黄金期を迎え、1907 年には日本
日曜学校協会（NSSA：National Sunday School Association）が設立された。日曜学校
協会は、世界日曜学校協会に連なって各国におかれた、世界規模の繋がりをもった超
教派の組織で、欧米では主に篤志信徒たちによって担われていたが、日本では、各教
派の日曜学校に関わる牧師たち、宣教師たちが中心となって運営していた。
　1890 年代から 1930 年代までの草創期の日本の日曜学校教育に、深く関わった東西
の双璧と呼べる牧師がいる。一人は、「日本の花嫁」事件により日本基督教会から教
職を剥奪され、単立教会の牧師として東京で子どもとその権利擁護、教育に関わった
田村直臣（1858 － 1934）で、もう一人は西の雄、三戸吉太郎（1867 － 1925）である。
　二人が活躍した日曜学校教育の始まりと戦前の隆盛期に、日曜学校教育が目指した
ものとその方法論は、その後の日本の教会教育の歩みを方向付け、今日に至るまで強
い影響を与えている。しかしながら、その戦前の日曜学校教育の基礎となる教育理念、
人間（子ども）理解、神学や宣教論の検証は、殆どなされてこなかった。
　田村は、1913 年に NSSA の路線に対して批判的立場をとり、従来の日曜学校教育
を越えた独自の宗教教育論、キリスト教養育論を発展させていく。しかし、その後も
田村は、日曜学校運動における三戸の働きを高く評価し、NSSA の幹部であった三戸
への批判を一切しなかった。同様に、三戸も、NSSA を離れた田村を評価し続け、三
戸の死の前年、1924 年 11 月には関西学院を会場に、田村の講演会を三戸が設定する
など、違いを越えた理解と尊敬を終生持ち続けた間柄であった。
　田村の日曜学校回顧録には、「日曜学校の先覚者三戸吉太郎君と教文館」と表題さ
れた項があり、そこで田村は三戸について次のように語っている 。
　　　日本における教派で一番に日曜学校に力瘤を入れたのは、日本メソヂスト教会
である。メソヂスト教会では、三戸吉太郎君の如き日曜学校事業に熱心なる人傑
を産出した。いかに今日大教派を以て、誇としている教会でも、三戸君に向って
頭を下げざるを得ないと思う。三戸君は先輩から又同級生の輩から随分馬鹿にさ
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れた。併し君が日曜学校事業に対する熱心を、少しだに砕くことは出来なかった。
今日日本メソヂスト教会が基督教会に於て優勢の地位を占めて居るは、三戸君に
負う処多大なるは、言うまでもない。啻
ただ
にメソヂスト教会のみならず、我日本に
於ける日曜学校事業は君の偉大なる感化を受けし事は一日も忘れる事はできな
い。君の功績は今日我が日本の日曜学校事業の上に、歴然と顕れて居る。1
　そして、「三戸君の子供の心に蒔きし種が生長し、数年の後は」メソヂスト教会が
日本のキリスト教界で一位になるだろうとも語っている。田村はこのように、三戸吉
太郎と彼の日曜学校教育の中に、日本の日曜学校の中心となる理念をみていたという
ことができる。
１．日曜学校の人・三戸吉太郎 2
　三戸吉太郎は、1867 年広島市に生まれる。幼くして父を亡くし、貧しい生活の中
で母に育てられ苦学していた時にキリスト教と出会い、1887 年クリスマス、広島で、
その後、関西学院を創立する W・R・ランバスから受洗する。翌年入学した長崎鎮西
学院（加伯利英和学校）を経て、関西学院神学部へ転学し、神学生時代から派遣され
た教会の日曜学校と毎週深く関わって、子ども讃美歌の編集や児童説教といわれる子
ども向けのお話を試み、神学部卒業直前に『訓蒙　神の話』（後述）を著している。
　神学部を卒業した三戸は、1896 年、四国の多度津教会に牧師として赴任するが、
着任一年目に「ハミル博士（注：米国南メソヂスト監督教会の H．M．Hamill）と日
曜学校に熱心な実業家ペッパー氏の招請により」数カ月の米国での日曜学校視察の後、
英、仏と欧州の日曜学校事情をも見聞して帰国している。すでに相当日曜学校教育に
造詣があり、この方面での働きを期待されていたと思われる。
　また、この頃、日曜学校に出席した子どもたちに配るカードを貼るカード貼を考案
し、1899 年南美以年会記録の中で、三戸考案の讃美歌附きカード貼「天
てんのつかいのこえ
使之聲」と
して報告されている。手先が器用で、音楽の才能も、絵心もあるアイデアマンだった
三戸は、青年牧師の頃から、日曜学校の教材づくりに、その能力を発揮していた。
　三戸の死後、11 年を経て書かれた “SUNDAY SCHOOL” MITO 3 と題された回想は、
「三戸吉太郎は、洗礼を受ける前から日曜学校教師だった」という印象的な書き出し
1  田村直臣 ｢我が知れる日本の日曜学校｣『日曜学校の友』1933 年 1 月号（『植村正久と其の時代』第三
巻 369-403 頁に所収）。
2  小見のぞみ「学院の人々 20 三戸吉太郎」『関西学院史紀要』18 号、2012 年を参照。
3  50th Anniversary Year Book of the Japan Mission(MECS), 1936 に所収。
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から始まる。自分がキリスト教と出会うと同時に、三戸は「小さな子どもたちを教え
ることに本気で取り組」み始めたが、この点は田村と共通する。三戸を知る誰もが、
日曜学校で熱心に教える彼しか知らなかった。信仰生涯のすべてが、まさに「日曜学
校・三戸」と呼ばれるにふさわしい、メソヂスト教会の「ミスター・サンデースクー
ル」だったのである。
　多度津教会での牧会後、三戸は、宇和島（現：宇和島中町）、岩国、御影の諸教会
を歴任する。ひとつの教会を終生牧会した田村とは大きく異なる点であるが、監督制
が敷かれるメソヂスト教会では、牧師は、その頃通常 2 ～ 4 年の任期で、監督からの
任命により異動した。こうして、神戸の御影教会に赴任していた三戸は、1909 年から、
関西学院神学部の講師として、日曜学校管理法や児童教育学などを母校で講じるよう
になる。
　この間、1907 年には、日本メソヂスト教会に日曜学校局が設置され、その幹事に
就任し、その年 5 月に設立された日本日曜学校協会の幹事になって、一教会に留まら
ない、メソヂスト教派全体の日曜学校運動と NSSA に係っていく。こうして牧師と
して働きながら、組織化されつつあった日曜学校運動に参与し始めた三戸は、1912 年、
御影教会牧師を退任し、その後は教会の任地に就くことなく、日曜学校運動専従の牧
師となる。
　これは、田村が日曜学校に関する記述で繰り返し述べているように、J・ウエスレー
によって創始されたメソヂスト教会が、その神学的背景から日曜学校運動に非常に熱
心で、日本のメソヂスト教会もその伝統に立ち、教派内に日曜学校局を組織して、日
曜学校教育を進めていたことによる人事配置といえるだろう。NSSA 創立の前後には、
メソヂスト派以外にも、組合教会（会衆派）、救世軍、日本基督教会（長老派）や聖
公会などのプロテスタント各派は、それぞれ日曜学校に力をいれるが、中でもメソヂ
スト教会の動きは群を抜いて早く、熱心であった。
　こうして日曜学校の専従者となった三戸は、NSSA との関与をも深め、全国の諸教
会を巡るようになる。NSSA における三戸の活動を、田村は自らが刊行する『ホーム』
誌上の「日本日曜學校協會會報」欄で紹介している。また、1912 年 12 月発行のカー
ド帖『天使之聲』の奥付には、「兵庫県御影町字郡家　日曜学校教材供給所　春光社」
とあり、三戸が、御影教会退任後、関学構内にハミル館ができるまで、御影の自宅を
日曜学校の教材供給所として活動していたと推定される。
　1913 年、三戸は、日本メソヂスト日曜学校局『局報』を『春光』と改題して発行を始め、
編集発行人となったほか、ハミルから日本メソヂスト教会に対して、日曜学校教師養
成学校設立の為の特別献金がなされたことを受け、関西学院構内にハミル館を建設す
る事業に着手する。ハミル館は、日曜学校の校舎であり、｢ハミル日曜学校教師養成
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所｣ の教室ともなり、関西学院神学部と共働して、カリキュラム作成や教材開発を行
うメソヂスト日曜学校教育事業推進基地となる構想であった。三戸はその専従者とし
てこれら事業を任され、5 年の歳月をかけて、1918 年原田の森にハミル館を完成し、
ハミル館事業として、日曜学校教師養成所を開校している。この養成所は、メソヂス
ト教会でなければなし得ない、日本の他教派にも、東京でも類のない画期的試みであっ
た。
　1919 年、三戸は日本メソヂスト教会日曜学校局の局長となり、NSSA の理事にも
就任。翌年の日曜学校世界大会東京大会のために尽力し、大会後も各地を巡って、日
曜学校運動のために働く。三戸はまた、日曜学校と共に、青年同盟（エプオース同盟）
を組織して、子どもたちと青年への伝道、育成に力を注ぎ、関学神学部だけでなく、
神戸のランバス記念伝道女学校、大阪のランバス女学院においても講義を担当するな
ど、神学教育の中に日曜学校教育を位置づけようと試みている。
　しかし、1920 年代以降、三戸は健康を損なう。「ハミル館の企画、運営は実質的に
は日本における宗教教育の開拓者である三戸吉太郎が専らこれに当たったもので、彼
の熱心がこの建物と事業を成立させたといっても過言でない。ハミル館はかくてス
タートしたのであるが、その推進の中心の三戸吉太郎は過労で健康を害し活動できな
くなり、そして教師養成所の事業も進展できなくなり、挫折に至った」4 と記録され
ている。
　三戸が病に倒れると、それまでの事業は頓挫し、1922 年には、ハミル館で続けら
れてきた日曜学校が関西学院教会の所属に移される。1923 年には、編集発行人を務
めていた教案誌、日本メソヂスト教会日曜学校局『教師之友』が終刊に追い込まれ、
翌年『教師之友』は NSSA の『日曜学校』と合併する。1925 年 2 月、三戸は、病気
のため日曜学校局長を辞任し、同年 5 月 2 日、57 歳の若さで逝去した。
　世界日曜学校協会のフランク・L・ブラウンは、前掲の “SUNDAY SCHOOL” MITO
で、こう語っている。「三戸兄弟は、日曜学校の働きに情熱と非凡な才能を傾け、また、
周囲から愛される性格だった。（略）グループを組織し、人々をひきつけ参加させる
ために、彼が考えたプランと彼が用いた題材は、わたしの知る限り、東洋一のものだっ
た。」 
　このように三戸は、日曜学校運動の活動家、実践家であり、田村とは異なり、生涯
最後まで日曜学校協会の働きに留まって、メソヂスト教会、NSSA ならびに、世界日
曜学校協会の人々からも愛された日曜学校人であった。しかし、50 代で早世したこ
ともあり、著作はほとんど残されていない。唯一、母校関西学院に残る三戸吉太郎の
4  『関西学院教会 80 年史』日本基督教団関西学院教会、2000 年、30 頁。
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著作『訓蒙神の話』を取り上げる。
２．訓蒙『神の話』に見られる日曜学校教育 5　
　童友著、訓蒙『神の話』6 は、英語タイトル Talks to Children About God が示すよ
うに、「キリスト教の神」について、一話ごとの題に見られる神学的命題にそって子
どもに伝えることを企図した本である。J・ C・ C・ニュートンによる「序」、「日曜学
校の事」（三戸による合本への序論）の後、『神の話』が第 1 回から 10 回「神の存在、
神の全知全能、神の遍在、神の霊性、神の全知、神の惟一、眞の神てふ話、神の無始
無終、神の公義、神の仁愛」に分けて収録されている。
　著者は「童友」とのみ記されているが、これは三戸が好んで用いたペンネームで、
彼自身の立場をよく表したものといえる。『天使之聲』7 禁酒号では「水蛇の噺」の著
者として「美
み と
登の童
どうゆう
友」と振り仮名が付され、当て字で「三戸」が暗示されている。
神学生時代から子どもたちへの日曜学校教育を施していた三戸が、書き溜めて 1 回ご
とに作っていたリーフレットを、卒業を前にまとめた合本と推察される。
　序に当たる「日曜学校のこと」には、子どもたちの友である三戸の出版の動機と、
子どもへの愛情が、子どもたちに話しかける形で記述されている。「愛
み な さ ん
童諸君今日は
善くお來
い で
校になりました此様に諸
みなさん
君が來
お い
校で下さゐますと童
わたくし
友も嬉くてたまりませ
ん」。
　その後、お饅頭を子どもたちに配るおじいさんがいるのに、「食わず嫌いの子ども
たち」はその美味しさを知らずに捨ててしまうという例話が語られる。こうして三戸
は、日曜学校の有意義なことを知らない子どもたちを招く一方で、当時のキリスト教
会や日曜学校が、社会や大人たちに、ひいては子どもたちにどのように理解されてい
たかを踏まえて、日曜学校の真の意味を代弁する。
　1892 年 11 月 17 日の文部省小学校令第 12 条に基づき、省令第 11 号をもって、
尋常小学校に於いては「孝悌、友愛、仁慈、信愛、敬礼、義勇、恭険、実践の方
法」を授けること、また、特に「尊王愛国の志気」を養うことが求められているが、
これは日曜学校の教えそのものなのだと言うのである。三戸は、日曜学校を、主
に「 敬
かみをうやまいひとをあいす
神 他 愛 の教えをする所」と定義づけ、「憲法 28 条日本臣民は安寧秩序を妨
5  2 については、小見のぞみ「三戸吉太郎にみる日曜学校教育 ― 訓蒙『神の話』をめぐって」聖和論集
第 40 号、2012 年を参照。
6  三戸吉太郎『訓蒙神の話』東京教文館、1897 年。著作は話ごとの頁数であるため、引用頁を省略する。
7  三戸が考案したカード帖『天使之聲』（天の使かひ之
の こ ゑ
聲）は国立国会図書館に1部、青山学院資料センター
に「禁酒号」1 部が現存する。
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げず及臣民たるの義務に背かざる限りに於いて信教の自由を有す」をひいて、尊王や
愛国を聖書によって語っている日曜学校は、「大日本帝国が千代に八千代に続くよう
に」との思いに沿った場所であり、文部省が求めるよき徳を、真に教える所だとする
のである。
　このように、序論において三戸は、当時の日本社会においていかに日曜学校教育の
価値と意義が多大であるかを述べ、子どもたちがこの教えに触れ、神を知るようにと
熱意を込めて語る。そこには、大日本帝国憲法と文部省の意にそった日曜学校である
ことの喧伝が必要不可欠であるという三戸の理解が示されている。
　その後本論として展開される 10 回の「神の話」から、三戸独特の技法を凝らした
教授方法と教育内容を検討し、三戸の日曜学校教育の特色について、以下に考察して
いく。
①教授方法の特色
　まず注目されるのは、先生と生徒の問答・対話的方法の多用だろう。お話の中で、「○
○ちゃん」「○○さん」と子どもの名前を読んでの質問と、それに対する「ソー」「ソー
です」という応答が繰り返される。元来「問答」形式は、キリスト教教育において、
古くから用いられてきたカテキズム（信仰問答、教理問答）8 を踏襲した教授法であり、
日本の日曜学校教育においても、その教材の当初に『さいはひのおとづれ、わらべ手
びきのとひこたへ』9 が発行されている。
　ただし、三戸の場合、問答は、教理問答等で確立された「神とは何ぞや」といった
神学的な命題を問いとして持ち出し、その答えを書き記して解説するという様式では
ない。代わりに、子どもが直ぐに答えられる簡単な質問をして、その答えを聞きなが
ら話（神の真理や神学的命題）をわかりやすく展開する、という対話・会話型の問答
であった。
　たとえば「神の遍在」（第 3 回）という命題は、次のように展開されていく。「和平
さんお憚
はばか
りですが其処の障子を少し開けて下さい。和平さん大きに有難う」から始ま
り、和平さんが障子を開けると予め三戸が用意して天井から吊っていた折鶴が踊りだ
すようにしておく。「なぜでしょうか、ソー風が入って来ますからです。」そして風が
部屋いっぱいになっている事を子どもたちと確認した上で、その風を、「清さんハン
カチでしっかり包んでください。みさおさんは、この綱で風を逃げないように縛り、
8  カテキズムの「原型はユダヤ教の過越の祭りの中で儀式の意味を子どもが親に問い、親がこれに答え
る問答にあると言えよう」（今橋朗、奥田和弘監修『キリスト教教育事典』日本基督教団出版局、2010 年、
73 頁）とされる。
9  ヘボン、奥野昌綱『さいはひのおとづれ、わらべ手びきのとひこたへ』は、1872 年または 1873 年に
日曜学校用のプロテスタント初の児童書、問答書として発行された。
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譲
ゆずる
さんはこの鞭で風を打ってどんな音がするか聞かせ、お愛さんは風の色がどんなか
見せてください」と、子どもたちに促す。そして、部屋中にある風は、形がないため
見えないが、現に部屋いっぱいになっているのは確かであること、「アノ見えない風
は何処に在りますか？そうです、汝
あなたがた
等の居られます所には何処でも在ります。其の様
に見ることの出来ない神様も何処にでも居られます」と、偏在する神を語っていく。
この、子どもたちに丁寧に話しかけるやり方は、単に方法論であることを超え、幼い
者への敬意と配慮に裏付けられた三戸の子ども理解を示し、『神の話』の教育の基調
となっている。
　次に、三戸独特の教育法として、視聴覚教材や絵画、制作を交えながらの話の展開
が上げられる。三戸は大変器用な人で絵の才能もあり 10、彼の日曜学校での活動につ
いては、「玉手箱」のように中から様々な材料が出てくる大きなスーツケースを持っ
て旅行に出かけ、「それを自由に巧みに使って、ニコニコとものしづかに、細かいと
ころまで行き届いた講演をするのが特長」であったと記載されている 11。三戸の教材
教育の妙技を伝える、第 5 回の提灯を用いた「神の全知」の教えを以下に要約する。
　「みさをさん此れは何でありますか？（風呂敷より堤燈を出して示す）ソー堤燈で
あります誠一さん此れは何に使
つ か う も の
用物でありますか？ソー」と堤燈の便利なことを話す。
「皆さん此堤燈の中へ何が立ててありますか？美チャン何
ど う ぞ
卒仰って下さい、只今皆さ
んのお聞きの通り美チャンは蝋燭が立ててあると申されましたが皆さんは如
ど う
何お考え
なさいますか？」みんなもそう思うと聞いて、しのぶに中身を取らせる。「此れは何
でありますか？ソー大根であります。なぜ間違ったのでしょう？ソー堤燈の中が見え
ないものですから、大間違いをなさったのです。皆さん本当に私共は、無
つ ま ら ぬ
知者ではあ
りませんか。この一つの間で、ただ、紙一枚を隔てていると、三十四十の目で見まし
ても知れません。障子や襖や壁を隔てますと、いよいよ何もわかりません。」
　そこから、わたしたちは、お母さんが家で何をしているかわからないし、今赤ちゃ
んが生まれて大喜びの家があれば、親が無くなり子どもが泣いている家もある、晴れ
ているところ、地震に襲われているところもある等を語り、「真
ほ ん と
実に人間は歯痒様に
愚
つ ま ら
知ぬ者です」とする。こうして、わずか障子紙一枚の先も見えず、分からないわた
したちの小ささと、全世界のすべてのところに居られ、すべてをご存じの神の存在と
全知の圧倒的な差異を語っている。
　三戸の教授法の第三の特徴として、子どもの生活経験に基づく例話の多用があげら
10  青山学院史料センターには三戸吉太郎案『天地創造図解』と題された水彩の屏風絵があり、“The 
Creation” Illustrated by Rev. K. Mito と書き込まれている。
11  山本忠興編纂『日本日曜学校史』日曜世界社、1941 年、41-42 頁。
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れる。三戸はもちろん聖書そのもののお話 12 をしたが、『神の話』においては、引用
聖書箇所を必ず記しているものの、聖書の言葉の解説や聖書物語はなく、替りに子ど
もたちの生活経験に即した例話がふんだんに用いられている。
　例えば、悟さんや順坊といった子どもたちを登場させ、子どもが、日常の世界で体
験している失敗や恐れに共感的に気づくこと、自分の生活に引き寄せて「神」を想う
ことが意図されている。ここには、五男五女の子を持った父であり、神学生時代から
常に教会で子どもたちと関わってきた三戸ならではの、「子ども世界」と「子どもの
見る世界」の描写がなされている。
②教育内容の特色　
　全編にわたり、強調されているのは、「神の超越性、絶対性」である。「眞の神」「万
物の創造主」「全知全能の神」「唯一で眞の神」など、神の超越的な性質が繰り返し述
べられ、「天地万物を作られた神の智
え ら い
恵能力ことは如何ばかりか」と語られている。
　他宗教、他の神々に対するキリスト教の神の卓越性については、主に第７回で、日
の出に手を合わせ「日輪様」を拝んでいるおじいさんとの会話を用いて教える。風の
神様、水神土神、八百万の神と拝んでいると、「万物はみな神様」になる。拝むもの
と拝まれるものでは、拝まれる方が上とすると、万物が上で、拝む人間が一番下とな
るではないかと三戸は説き、「私共人間は日も月も草木も鳥も毛
（ マ マ ）
物も世界に有る目で
見へる物は万
な ん で
物も拝んではなりません」と宣言する。そして、日本社会の多宗教の習
慣の中で、「キリスト教の神礼拝をささげるあり方」について、具体的に違いを述べ
ている。
　　神様は何処にでもいらっしゃって実に見えないお方なので、其の真の神様を拝み
ますには、嘘の神様のように神社や仏閣を建て、しめ縄をして、お神酒や灯明を
あげたり、線香、鐘や太鼓、数珠をつかったり、手を打ったりして拝みません。
偶像や、絵、字を神様仏様といって拝むようなおかしなことはしません。ただ、
私共が、正直な潔
き れ い
浄な、素直な心で拝みたいところでいつでも拝みさえすればよ
いです。
　内容の特徴の第二の点は、子ども向けの話題にはそぐわないと思われる限界や死に
ついて、度々言及していることだろう。
　第 4 回「神の霊性」では、「霊魂」の説明のために、「死んだお嬢さん」の話がなさ
12  1914 年 8 月、神戸の関西学院神学館で開催された日本メソヂスト教会日曜学校局第 1 回西部少年夏
期学校（日本初の夏期聖書学校とされている）の報告に、「三戸講師の英雄ヨセフ伝…あり」とある。
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れている。美しいお嬢さんがいて、目も鼻も、口も、耳もあるのに、しゃべらない、
聞けない、食べもしない。「手足は少しも動きません。身体に手を触れてみましたら
冷たくありまして、呼
い き
吸もなさいませず顔色は青白でありました。皆さんそのお譲さ
んはどうされたのでしょうか？ソー可哀相に死んでいましたのであります。皆さんは
今死んでおいでるのですか？ソー生きておいでです。」可哀相なお嬢さんの死、そし
てわたしたちの死と生が、小学生と思われる聞き手を相手に率直に語られ、死をめぐ
る問答がなされている。
　死をここまで、子どもにタブー視せずに語る背景には、「神について」語ることは、
人間存在について語ることであり、それらを真摯に語ろうとするとき、人間の死の問
題は避けては通れない主題であるという三戸の自覚があると思われる。誠実に生と死
と向き合うという三戸の姿勢は、キリスト教の神の使信こそが、人間の死と限界に対
しても福音であるのだと子どもたちに伝えるところへと、向かう。
　
　　サテ万物は始めがありますから必
どうしても
然終わりがあります。人間も始めがある者であ
りますからどうしても死なねばなりません。如
ど れ ほ ど
何程にお金がたくさんありまして
も、世界中で一番賢い人になりましても、死なねばなりません。ナント不
い や な こ と
好事で
はありませんか。ソー思うと泣きたくなります。しかし、人間は他の物とちがい
まして、この目で見える肉
か ら だ
体は死にますが、霊
たましい
魂は永
いつまで
遠も生き通しに成れる事が
あります。それは神様の教えを善く守り、其の教えの通りを致しますと、神様が
死なないように助けてくださいまして、皆さんのお正月やお祭りやお花見の時
に、嬉しいやら面白いやら何ともかとも言われぬ楽しい心が致しましょう、その
ようにいつもにこにこして神様と一緒に永
いつまで
遠も天国で遊ぶことが出来るのであ
ります。アア嬉しいことではありませんか。
　ここで三戸は、死への不安や恐怖というものは、大人であり、「先生」である三戸
と子どもたちに何ら変わりなく共有されるものとした上で、肉体が死んでも霊魂が永
遠に生き通せる事、神によって与えられる、可能性としての永遠の命について語る。
それは、「何ともかとも言われぬ楽しい心」や「にこにこして神さまと一緒にいつま
でも天国で遊ぶこと」と表現され、子どもの想いや経験に引き寄せて「嬉しい」もの
として伝えられている。
　最後に、「愛の神による救い（可愛いがり）」と「日曜学校教育の勧め」がセットに
なってとりあげられるという特徴があげられる。
　　先生は此の様な眞
か み さ ま
神様の子になりまして可
かあいがっ
愛て貰いますから、天
ど ん な こ と
変地異があり
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ましても一
ち っ と
寸も恐
おそろし
怖い事はありません。安心して気楽に思うて居ります。諸
みなさん
君
も早く日曜学校で眞
か み さ ま
神様の事を稽古なさいまして、眞
か み さ ま
神様を知って 全
このうえもないえらい
知全能、
眞
か み さ ま
神様から可愛がられる子達となりなさいまして、天
ど ん な こ と
変地異がありましても、少
しも恐い事は無
ない
といふ強
つよ
剛
き
子
こ
達
たち
となって下さいませ。（第 2 回）
　神の救いは、「可愛がってくださる」ことであり、子どもの側からは「ニコニコ」「安
心して」いられる幸せな状態である。その神の救いに与るには、「日曜学校で稽古し
続けること」、つまり、日曜学校教育を勤勉に受け、その教えにそって努力すること
が何よりも重要となる。『神の話』の前に「訓蒙」と付されていることからもわかる
ように、子どもたちへの訓育、道徳的な教えや諭しによって、「神（の話）」は受け渡
され、「神」とその救いは、たゆまぬ日曜学校教育を受け、その道に励むことによって、
子どもたちのものとなる。この考え方は、『神の話』最終回にも、「順坊のおばあさま」
の言葉に集約されて語られている。
　　「神様は坊らの親様が坊らを可愛がりなさるように、人間を可愛がってください
まして、人間を神様の子とおっしゃって、万物を造ってくださったのであります。
ちょうど坊らの親様が坊らが可愛いから、必
いりよう
要の物はこっちから云わないうちに
拵えてくださるようなものであります。神様はいつも心配して、善いものになる
ように教えてくださいます。坊らは日曜学校の先生からよく習ってくださいよ。
また、このお父様の神様は、全知全能でいついかなる時もおいでになり、どんな
事も知っておられるので、神さまの可愛い子がこれをしてくださいとお願い申す
事は何時でもお気にいるとしてくださいます。何と有難い幸せの事ではありませ
んか。日曜学校で神様の教えをよく聞く稽古をして、何時でもそのようにします
と、お父様なる神様のいちばん可愛い子どもとなれます。」
　こうして、神について子どもたちに語ってきた十篇は、イエス・キリストによる十
字架の贖罪について直接的に全くふれないまま 13、親なる神の愛について語り切る。
そして、最後に、その神の可愛い子どもたちにあなた方こそがなるのだと宣言し、「神
の子」としての人生―日曜学校とつながることによる救いへと子どもたちを招いて書
を閉じている。
13  『神の話』では、「イエス」が明記されているのは全編を通じて 2 回のみで、三戸による序の冒頭の
マルコ 10：13-16 の引用中だけとなっている。あえて、自らの文章中にはイエスの名前を書かず、『神
の話』と題して「神の」話に終始しているが、その冒頭にイエスと子どもたちの記事を配したことで「イ
エス・キリストの父なる神」についての話であることを暗示している。
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３．三戸吉太郎の日曜学校教育論
　ここまで、唯一の手掛かりとなる著作『神の話』に見る三戸の教育理解を見てきた。
これに、わずかに残されている論考を加えて、三戸の日曜学校教育とはどのようなも
のであったのかについて、考察する。
　第一に、三戸は「継承者教育としての日曜学校教育」、「信仰の継承者としての子ども」
を考えていたと思われる。三戸は何よりもまず、子どもたちを心から可愛がっていた。
子どもたちは彼にとって何よりも可愛いらしい存在であったことは明らかで、『神の
話』の一節でも声に出して読むならば、慈愛に満ちた三戸の笑顔が浮かぶようである。
三戸はまた、子どもたちの現実を深く捉え、人間としての怖れを持ち、死へと向きあ
わされ、神の前では非力で無力な弱い存在としての子どもをみている。そこには三戸
の、ロマンティシズムを排除した現実的で実存的な子ども理解が見受けられる。
　しかしながら、三戸の子ども理解を教育論的に考察するとき、子どもを見る三戸の
立場は常に「先生」（教師）としてのものであることは、『神の話』全巻が語ることで
ある。教えるべき教師である彼にとって、子どもは、教えられるべき存在、つまり、
学ぶべき生徒である。子どもたちへの愛は、教師としてのそれであり、救いをもたら
されるべき弱い実存は、真の教えを教師によって説かれて救われるべき実存として理
解することができる。
　『神の話』から 23 年後に、三戸は「日本メソヂスト日曜学校局々長」の肩書で、メ
ソヂスト教会の大挙伝道である「大成運動」について述べた論説で、「今日の児童が
将来の父母となり、市民となり、此世界の後継者となるのである。故に児童は世界の
起点と言っても過言ではあるまい」と述べている 14。ここには「今、現在」の子ども
ではなく、「将来、来るべき」子どもを見据えた理解が明確に示され、この将来的理
由によって子どもたちを教育する責任があるとの展開がある。また、わずかに残され
た伝聞に「『今日の日曜学校は明日の教会』というのが三戸吉太郎の繰り返し言った
言葉と伝えられている」15 とあり、それが三戸の教育観の中心にあったことが裏付け
られる。
　子どもは、日曜学校において、正統的な教義と神理解を正しく学ぶことによって、「神
の子」とな
・ ・ ・ ・ ・
っていく存在であり、それらをまた、次の世代に継承していく担い手とも
なる。こうして日曜学校は、真の神の子へと訓育するところの後継者（継承者）教育
14  三戸吉太郎「大成運動と日曜学校事業」『教界時報』1503 号（1920 年 6 月 18 日発行）6 頁。
15  松川成夫「『日曜学校教育史上の人物』を学ぶ ― 三戸吉太郎をめぐって ―」（「教育センターだより」
第 17 号、1983 年 12 月 1 日発行）
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の場として、重大な使命を負わされている、これが、三戸の理解であった。
　第二に、三戸が提唱したのは、「教育的伝道としての日曜学校教育」であった。『神
の話』において三戸は、異教社会である日本で、他宗教や多神論が渦巻く中で、真の
神を知らせることの大切さを強調している。そのような社会に生きる子どもたちに、
それらを離れて、「日曜学校へお出でなさい」と一貫して説くのである。日曜学校は
こうして、日本社会での「救い」の場であり、キリスト教伝道を担う業として位置付
けられる。
　前出の「大成運動と日曜学校事業」において三戸は、メソヂスト教会の教祖であるＪ・
ウエスレーが、「宣教的伝道の他に更に教育的伝道を採り此二大伝道に等しく奮闘努
力」した結果、今日の大メソヂスト教会が組織されたとの理解を示して、教育的伝道
の正統性をウエスレーに求めている。また、その（ウエスレーの）教育的伝道法とは、
「児童及青年に対して徹底的宗教々育を施し、健実なる基督教者を養成する今日の所
謂日曜学校運動である」と定義する。日曜学校は、熱心に聖書教話を講じることで子
どもたちを教化し、キリスト者、キリスト教信仰の後継者を育てるという教育的機能
を持って、伝道するということになる。
　三戸は教育的伝道法である日曜学校運動を、当時メソヂスト教会が行っていた「大
成運動」の一つの方法論として、「我が国教化改善」を目指していくよう強く勧める。
そしてその目標は、回心者信者獲得の具体的数値として掲げられる。「日本メソヂス
ト教会日曜学校発展の標榜（来る総会迄）」として、今後 4 年で達成すべき数字が「日
曜学校数　壹千校以上、教職員数　参千人以上、生徒総数　拾萬人以上」と記載され
ている。
　最後に、三戸の日曜学校教育は、「メソヂストの道徳的、訓育的特徴」を備えたも
のとして理解される。メソヂスト教会の特徴は今述べたように、ひとつには「伝道」
熱心であるが、教派名の由来ともなった Method 重視の傾向が、無論、非常に強い。
つまり、礼拝や祈り、教会の集会に対する勤勉や、教会の教えへの従順が強く求めら
れ、監督制のヒエラルキーと権威をもつ教会に指導された生き方、道徳的で敬虔な態
度が要求される。
　『神の話』においても、子どもたちは、知的学習と鍛練（稽古）し続けることを再
三にわたって要請されている。 子どもたちは、教授 ― 学習（先生 ― 生徒）関係の中で、
先生から「たゆまず」知的に勉強することが求められ、その結果として、教室型の教
育によって頭で理解することを、賢いことだと称賛される。例話に出てきた「悟さん」
は、賢い、分かる子どもたれ！という願いが込められた名前であり、「順坊」は、日
曜学校に精勤して、その教えを順奉し、神についての教義を頑固者の「磐坊」に語り
聞かせるほどの従順で模範的優等生として登場している。
－ 115 －
神學研究　第 64号
　これは、三戸考案の、精勤を進めるカード貼『天使之聲』や、自身が創作した「日
曜学校生徒の歌」の歌詞、「日曜学校の約束は／朝夕神に祈をし／父と母とを敬いて
／煙草を吸わず酒飲まず」、「又折々の集まりに出てキリストの／み教えをきき行うが
／何より大事の勤めなり／自ら励み又神の助を受けて怠らず」に明らかに見られるも
のである 16。さらに、三戸が晩年を費やした「ハミル日曜学校教師養成所」の構想も、
知的理解と訓練を伴い、相当な課程を課して日曜学校教師の養成が成るという認識を
裏付けている。
　三戸に見られるこのメソヂストの道徳的、教育的特徴は、一言で言うならば
d
デ ィ シ プ リ ン
iscipline として表わすことができるだろう。三戸は、日曜学校教育に discipline：訓
練、しつけ、規律などの要素を色濃く持ちこんだ。そこで日曜学校は discipline：鍛練、
練習、稽古、修養などの場として理解されることとなったのである。discipline 自体は、
もちろんイエスの弟子たち（d
ディサイプル
isciple）につながる言葉として、教育を考える上で重
要な概念であるが、権威や正統性への従順が、その徳として浮かび上がる言葉でもあ
る。
　また、三戸の日曜学校教育は、「神の子」として正しく善く生きる道や模範を、日
曜学校へ通って稽古するという具体的な在り方を提示していて、子どもたちにとって
非常に分かりやすく、児童期の特性である勤勉性をくすぐられる。努力する目標が明
確なので、教える側にも理解しやすく、シンプルで教えやすいため、メソヂスト教会
は、信仰継承教育や児童・青年伝道の推進を「教育的伝道」において行い、一大勢力
となった。加えて、三戸は、日曜学校教育のなかで、人間の有限性と超越的存在を吟
味し、「 霊
スピリチュアリティ
魂 」や「死」について正面から言及し、これを罪と死からの救い、救霊
と結びつけている。
　この、三戸が推し進めたメソヂスト日曜学校教育は、日曜学校運動草創期の規範と
なった国際統一教案（IUL）に代表される日曜学校教育の特徴三点―①教授中心、教
師主導の聖書教育、②教育伝道の手段としての日曜学校教育、③道徳教育の強調―を
体現していた。そして、これが、そもそもメソヂスト教会に牽引されて成長発展して
きた日本の日曜学校の、極めて特徴的な性格として決定づけられたのである。こうし
て、今日、日本で行われているキリスト教教育は、幼児教育・保育、キリスト教主義
の学校教育、教会教育のすべての現場において、この性格を色濃く持ち続け、特徴の
多くを踏襲し、この方法論によってなされていると言えるだろう。
　メソヂスト教会の日曜学校教育論を体系づけた三戸の日曜学校教育論は、田村直臣
の日曜学校教育論とは、真っ向から対立するものであった。それは、田村の、子ども
16  『日本基督教団宇和島中町教会百年史』（百年史編集委員会編）1997 年、参照。
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たち自身が自ら学ぶこと、神の子として養育されることを目指した自由主義的な神学
と子ども本位の思想に基く教育論とは異なるものであり、宗教「養育論的」な発想と
は対極にある、明らかに「訓育的」で「救済的」な教育観だった。にもかかわらず、
田村は三戸に対して、おそらくある一点において、共通性を感じていたと思われる。
　三戸の死の翌年、日本メソヂスト教会西部年会記録に書かれた三戸の略歴には、「児
童宗教々育事業を自己の天職と自覚」し、30 年以上を一心に「我が国日曜学校の指
導者として東奔西走、寝食を忘れて斯
そのわざ
業の充実発展に尽瘁せらる」三戸、とある。特
に御影教会牧師を辞してからの 13 年間は、全国各地、中国、朝鮮へも日曜学校事業
のために訪れ、メソヂスト教会の教案誌の発行と教師養成によって日曜学校教師を支
え、神学教育の中で宗教教育の重要性を講じた三戸の働きに対して、メソヂスト教会
はそれを、上記のような言葉で表したと言える。まさに「尽瘁」、すなわち「全力を
つくし、自分のことはかまわずに苦労すること」（『大辞林』）であったと思われる。
しかし、それが三戸の生前、どれだけ評価され、また死後、どのように重大視されて
継承されていったかは、不明である。
　宇和島教会での弟子尾崎和夫は「先生が日曜学校運動を唱導せられた当時に於ては、
日曜学校といえば問題にされず、ある場合には軽蔑的な態度さえも投げかけられてい
た」とし、三戸がしばしば、｢『三戸は婦人科、小児科専門だ』なんての冷笑を浴せら
れた」と語っていたと回想している。また、先述の通り、「三戸君は先輩から又同級
生の輩から随分馬鹿にされた。併し君が日曜学校事業に対する熱心を、少しだに砕く
ことは出来なかった」と田村も述べていることから、日曜学校教育に全身全霊を注ぐ
ということが、当時どのようにとらえられていたかは想像に難くない。
　田村は、日本の日曜学校を巡るこの環境を、無論よく知っていたし、自分もそのよ
うな蔑みを受けていたと思われる。しかし、おそらく、自分自身については、性格的
に、また教派を離れていたこともあって、意に介することはなかった。ただ、十歳年
の若い三戸が、そのように揶揄され、彼の日曜学校教育への「尽瘁」が正当に評価さ
れないことは看過できなかったのだと思われる。田村の日曜学校理論と三戸のそれと
は、核心的な部分で大きく異なることを、田村は十分知りながら、「日曜学校の先覚
者三戸吉太郎君」を残した。それは、三戸の日曜学校教育に対して最大級の敬意を払い、
「メソジスト日曜学校教育」への、その教派人としての三戸の献身を賞賛するものだっ
たと言えるだろう。
　「日曜学校の人」と呼ばれるこの二人は、信仰理解や、教派的背景、神学の違いを
越えて、神の愛された子どもたちを愛した。自らを「童友」と称した三戸と、「子供
の友」の著者田村は、そこで繋がり合う同志だったと思われる。1941 年、日本日曜
学校協会は、解散にあたってその歴史を振り返り、「日曜学校協会を育ててきた人々」
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を、『日曜学校』（1941 年 12 月号）に掲載する。8 頁に亘って、日曜学校協会の歴代
主事と共に 16 名の日曜学校功労者が写真と功績を挙げられている中に、田村は勿論
のこと、終生協会に尽くした三戸の姿もない。仲よく二人揃って、「違う日曜学校」
に通っていたのかもしれない。
＊本論は、小見のぞみ「田村直臣のキリスト教教育論―その形成と変遷を巡って」第 4 章 3 節を修
　正加筆したものである。
